
講師名 久徳　寛 実務経験等

学科・経営科
必修・選択

（必修、自由）区分
履修
学年

開講
学期

標準
時間

単位数

全学科 選択（自由） 1 前期 30 2

4月16日 毒物劇物取締法 2

4月21日 〃 2

4月24日 〃 2

5月8日 〃 2

5月13日 基礎化学 2

6月5日 〃 2

6月12日 〃 2

6月16日 貯蔵と取扱 2

6月26日 〃 2

7月10日 〃 2

7月15日
毒物劇物の分類と解
説

2

8月25日 過去問題 4

8月26日 〃 4

30 時間

毒物劇物

科目区分

全学科共通・専門科目

       使用教科書・副教材 まるごと覚える毒物劇物取扱者ポイントレッスン（新星出版社）

元高校教諭としての経験を活かし、毒物劇物取扱いに
必要な知識を習得するための講義を担当している。

授業の目的 毒物劇物取扱に必要な知識を深める。

授業の到達目標 毒物劇物取扱者試験の合格を目標とする。

月日 学習項目 学　　　　習　　　　事　　　　項 時間
授業
形式

備　　考
（提出物等）

毒物劇物の定義・毒物劇物の取り扱いと表示義務
毒物劇物の製造・輸入・販売の登録、販売

講義
演習

毒物劇物取扱責任者の設置
取扱上の注意点・表示・着色義務・運搬

毒物劇物の廃棄・事故の処理
特定用途の毒物劇物の販売等・特定毒物の取扱

毒物劇物の譲渡、廃棄、回収、運搬
事故の処置、立ち入り検査、業務上取扱者

原子・分子・化学結合・物質の量・化学の基本法則
酸化還元、無機化合物

気体液体の性質・酸塩基・化学反応式
有機化合物

化学用語
濃度計算

農薬の種類と分類・農薬の安全管理
毒物劇物の規定とその作用・特定毒物の種類と用途

毒物劇物の貯蔵・廃棄方法
毒物劇物の中毒症状、事故の際の応急処置

毒物劇物の取扱い注意事項
家庭用品の規制

主な毒物及び劇物の性状と用途

平成29,30年度岩手県毒物劇物取扱者試験解
説と演習

令和元年度岩手県毒物劇物取扱者試験解説
と演習、国家試験に備えて

履修に当たっての留意点等

受講に際しては、事前に教科書に目を通して、問題演習をしておくことが望ましい。授業は教科書に沿って行う。授業形
態は主に板書をして行う。毎時間前回の授業内容について小テストを行う。

合計

成績評価の方式（評価項目、評価の観点、割合等）

筆記試験の得点、受講態度、提出物の内容、出席状況により評価する。
評価割合：筆記試験70％、平常点30％


